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発表成果（一部のみ）
[1] ISO/IEC DIS25019 (2023年中発行予定)
[2] 平沢・福住（編著）：『顧客経験を指向するインタラク
ション －自律システムの社会実装に向けた人間工学国際標
準－』日本経済評論社(2023.3発刊予定）

[3] 前田春香ほか：人工知能学会口頭発表 (2022.6), BAAIシン
ポジウム口頭発表（2022.6）

[4]蘆田裕史・藤嶋陽子・宮脇千絵（編著）：『クリティカル・
ワード ファッションスタディーズ』フィルムアート社

[5] 藤嶋陽子「凡庸な服は、いかに捉え得るか? --私的な身体技
法をめぐる試論的考察」『モノノメ』vol.2, PLANETS/第二
次惑星開発委員会、pp.78-87.

[6] 福住・西山・梶谷・北村：『事例で学ぶ 人を扱う工学研究
の倫理』近代科学社 (2023.1発刊予定)
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